
画像ﾃﾞｰﾀの受信 画像ﾃﾞｰﾀの持ち帰り

MWMｻｰﾊﾞｰ、受信ｿﾌﾄ、
ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾌﾄの使用例

◆

MWMｻｰﾊﾞｰ、受信、ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用PC で使用するソフト

①MWMｻｰﾊﾞｰｿﾌﾄ （製品名：DICOMﾈｰﾏｰ）

撮影装置へ健診者情報を送信します。

②ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾌﾄ （製品名：ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）

撮影装置の情報を読み取り、ﾓﾆﾀに情報を表示します。

健診者情報をUSBﾒﾓﾘで持ち込み、撮影装置と連携させることができます。

撮影装置に入力された健診者情報を外部ﾓﾆﾀへ表示します。

撮影装置から画像ﾃﾞｰﾀを受信し、自動的にUSBﾒﾓﾘへ保存します。

MWMｻｰﾊﾞｰ、受信、
ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用PC

③受信ｿﾌﾄ （製品名：DICOMｷｬｯﾁｬｰ）

撮影装置からｵﾝﾗｲﾝで画像ﾃﾞｰﾀを受信します。

④DICOMDIR作成ｿﾌﾄ （製品名：ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾒｰｶｰ）

画像ﾃﾞｰﾀのDICOMDIRを作成。画像情報の修正・削除が行えます。

健診者情報の持ち込み
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